
次いで北l抜本線金沢電化に備えて， ED，74 形が昭和 37年に誕

生した。構造は EF70 形を母体とした， シリコン整流器形交流

機関車標準化の線に沿ったも のである。

他方昭和 37 年前半から， ED75 形の企画が進められ，昭和

38年に誕生した。この機関車は常磐本線平電化に備えて計画さ

れたもので， 今後予定されている東北地区 ・ 北九州地区一円の

交流電化区間に共通使用する幹線用交流機関車の最終的標準形

式と予想される ものである。機関車の重量・出力は従来の ED

71 形， ED73 形と 同 じであるが，これらは水銀整流捺形で，

ED75 形はシ リコ y絵流日告を使用するため新形式の設計が必要

となった。 またこの機関車は，今までの交流機関車の経験によ

って使用~績の確かめられたもののみから構成し，安定化を綾

ED 72 形機関車機器配 l斤

こうりゅうて

ED70 形とは細部にわたり ， かなり異なったものとなったが，

その後の水銀整流器形機関車の標準となった。

一方，北九州電化では，客貨商用の ED72，貨物専用の ED73

両形式が計闘され， 昭和 36-37 年から使用に入ったが，この

形式では粘着性能もさらに改善され， 水銀整流器形機関車とし

て完成の威に達してきた。

北陸本線の北陸ずい道開通に伴 ， "福井電化のため計画され

た EF70 形は昭和 36 年に誕生した。全出力の シりコン整流器

がとう載された，いわゆるシリコ γ整流器形機関司』は，量産形

として EF70形が最初であった。この機関車は，さ らに軽量化

とともに構造の簡単化が行なわれ，標準化対策も留意されて，

交流機関車の安定性が具体化されたものであった。
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24-25 26 27 
開号 才， ~jド ，.，分所要阻 ~~号 名 柄、 山分所要量

1 "ンタグ77 2 15 整車流2 機器制器櫛ワ装ク 置 1 
z パンタグラ フ空気ガイ管 2 16 1 
3 ノ f ン タグラ 7 陸斤E各昔茸 2 17 ホ鎚題査流時 1 
4 週2 爾器 1 18 直1Jl(リアクトル楕 1 
5 導体支持ガイ子 8 19 蒸気発生装置 1 
6 キモ気ン ャ断器 1 20 相変換慣 1 
7 主 ヒ ュ ー ズ 1 21 8理l:Iト 4 
8 笛 2 22 主幹制御時 2 
9 主電動機用 i韮風情 2 23 プレ ーキ弁 2 
10 '電高克t到(7 イ Jレタ コンデ ンサ 2 24 オt タンク 2 
11 動空気圧縮機 1 25 アフタ -7-ー ラ 1 
12 圧タ ソ プ切換器 1 26 r幽タノク 4 
13 主変圧器 1 27 元空気Fメ 6 
14 第 1 槽器ワク 1 
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